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祝！ アレクシエーヴィチさん ノーベル文学賞受賞！ 
2003 年秋、「救援・中部」と他の団体・組織に

招聘されて来日。感銘を残す講演「チェルノブイ

リ 未来から示されたサイン」を各地で行ったスヴ

ェトラーナ・アレクシエーヴィチさんは、待たれ

ていた新著『セカンド・ハンドの時代』を一昨年

上梓された。彼女の一貫したテーマ、すなわち「ソ

連時代に形成された人々のメンタリティは何だっ

たのか、ソ連崩壊後の新しい世界の中でその人々

はどう生きているのか、そして新しい世代は何を

受け継ぎ、何を生み出そうとしているのか」を問う重厚なインタヴューの集成である。 

世界史の中のこの時代・この地域についての貴重な記録であるばかりでなく、普遍的な人

間のあり方について深く考えさせられる本であることは、彼女の従来の著作と変わるところ

がなく、世界的に見ても比類のない業績で、今年度のノーベル文学賞を受賞されたことも当

然と思える。英紙の報道によれば、彼女は「私が本を書くには、5~10 年の長い時間がかかる。

新しい本のアイディアが 2 つあるので、[ノーベル賞の賞金で]今その仕事に取り組む自由を

与えられたことがうれしい」とコメントしているという。 

ふりかえって、日本の現在はどうなのか。「セカンド・ハンド（中古品）」の発想・思想を、

呆れるばかりの無神経さと強引さで新しい世界に持ち込もうとする動きは、私たちの身近に

迫っている。過去との正面からの対決、生き方と考え方に至るまでの見直しが必要ではない

かとの問いを、アレクシエーヴィチ氏の仕事は私たちにつきつけている。      （竹内 高明） 
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南相馬便り                                           （神谷 俊尚） 

☆「第 10期 南相馬、第 6期 浪江町」の放射線量率マップ作成に向けた測定活動が、10月 18～19

日・25～26日の 4日間、全国からのボランティアと地元協力者によって実施されました。4日間と

も絶好の秋晴れに恵まれ、全く事故もなく無事に終了することができました。しかしながら、9 月

中旬まで続いた長雨による道路陥没の為、浪江町の数個所の測定ができなかったことが唯一残念で

した。今回の測定では、「線量測定と一緒に、土壌の定点測定を行えば、何らかの傾向が見えてくる

のでは…」との意見もあり、全地域を 9ブロック単位に分け、その中心点の土壌を採取することと

しました。南相馬市・浪江町合わせて約 125 地点、測定点付近の土壌（表層 5cm 程度）の採取を

お願いしました。その結果、土壌以外の野草や果物などの検体も含め、約 250検体を集めていただ

き、とどけ鳥事務所内は、検体で足の踏み場もない状況になってしまいました。10 月～11 月中旬

までは、年間を通してとどけ鳥事務所が一番忙しい時期です。それでも、測定ボランティアさんの

頑張りで、11月中旬には測定を終えることができました。今後、この結果をまとめて、完成する地

図上に土壌の数字をプロットしていきたいと考えています（新しい南相馬市と浪江町のマップは、

11月末に既に発表済みとなっています）。 

☆10月 20日、待望の「放射能とどう向き合うか…住民の被曝低減のために…」というブックレット

が完成しました（P3＆P12 参照）。とどけ鳥では、早速市内 50 数個所の皆様に配布するとともに、

原町区内の 3幼稚園と 4乳児・保育園の保護者や職員に配布をお願いし、快く引き受けていただき

ました。このブックレットは、とどけ鳥が測定してきた結果のみをグラフ化しています。従って、

「安全を誇張」するものではなく、「不安を増幅」させるものでもなく、測定結果を事実として表す

ことにより、皆様の判断材料の一つとしてご利用いただければと考えています（ご希望の方は、チ

ェル救事務所、またはとどけ鳥事務所にお申し込みください）。 

☆(社)南相馬農地再生協議会は、9月 27日の「菜の花種まき会」終了後、菜種播種の作業を本格化さ

せました。今年から新しく参加する圃場は、水田の水抜き等に苦労しながら、また雑草駆除の作業

を行いながら、少ないマンパワーと機械力の中で実施し、10月下旬までに何とか終わらせることが

できました。当初の予想以上に、菜種播種希望者が増え、最終的な播種面積は 42haとなりました。

全ての条件が揃っていないので収穫が心配ですが、今年度の収穫量（約 9㌧）より大幅に増えるこ

とが予想され、ますます南相馬での搾油所の必要性が増大してきています。再生協議会は、当初か

ら「エネルギーの地産地消」に向けて、バイオガス装置を設置し、ガスから発電し搾油機を稼働さ

せようという「再生可能エネルギーサイクル」を目指しています。 

11月 19日、将来のこの構想に向けた話し合いのため、ようやく南相馬市との間で、第 1回目の

会合が開催されました。植物原料「ソルガム」栽培の状況など、今後の可能性を含めて協議を加速

していく考えです。 

☆11月は、「（株）ラッシュジャパンファミリーデイ」「太田地区文化祭」「東京ふくしま館／そうそう

6次化フェア―」「小田原市農業まつり」など、多くのイベントに参加しました。 

とりわけ、「ラッシュジャパンファミリーデイ（11月 5～7日）では、納入済み「油菜ちゃん」を使

用した石鹸が「2016年 2月 15日販売開始！」と発表され、社員によるネーミングの募集も実施さ

れました。また、チャリティイベントと直売品の売り上げ（計 585,000円）が、寄付金として「と

どけ鳥」に贈呈されました（社員の皆様のご協力に、感謝！感謝！ 有効に活用させていただきます）。 
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「放射能とどう向き合うか…住民の被曝低減のために…」完成!!  （小林 岳紀） 

平成 23 年 12 月に、食品放射能測定機器が導入され、組織改編を経て、翌年 6月 1 日から放射能測

定センター・南相馬『とどけ鳥』として、現在まで活動を継続しています。主な活動として、「南相馬

市」および「浪江町」の空間線量率マップの作成、そして、市民の皆さんから依頼された食品類・土

壌・井戸水などの検体の放射線量の測定を行ってきました。平成 27 年 6 月で開所 3 周年を迎え、「蓄

積したデータを取りまとめて、地域の住民の皆さんに何か情報発信ができないか」との議論を経て、

記念誌「放射能とどう向き合うか…住民の被曝低減のために…」の発行に至りました（全ページ、フ

ルカラーです！）。 

当測定センターは、3 年間で累計約 1 万件の検体測定を行ってきました。これらの検体は、家庭菜

園で育てられた野菜類や果実類、野山で採取されたきのこ類や山菜類、その他にも、庭や畑の土壌類

や井戸水など、多岐にわたっています。同冊子では、これらの測定結果について、種類別や品種別、

年月の経過による数値の変化などを載せています。更に、当測定センターでは、実験的に同一の検体

に対して、食材の処理過程毎に測定を行い、放射能の変化を調査していますが、その結果についても

掲載してあります。例えば、米については「籾」⇒「玄米」⇒「白米」⇒「炊飯後のご飯」、山菜類に

ついては「採った生の状態」⇒「アク抜きを行なった状態」等々です。 

基本的に、今回使用したデータは、市民からランダムに持ち込まれた検体を測定したものであり、

採取地の細かな状況に均質性は保てないものですが、一番データ件数の多い「南相馬市」に絞り込み、

同市に限定した整理を行っています（あくまで、学術的な調査ではありません）。 

 本冊子をまとめるに際しては、食用とする事で受ける内部被曝のリスクを回避するには、「どのよう

な食品に注意が必要なのか」、また「どのようにすれば、体内に取り込むリスクを低減できるのか」と

いう観点から、データに基づいて解説を加えるよう配慮しました。 

また同冊子には、開所以来、半年に 1 回測定を実施してきた空間線量率マップの情報（南相馬市：

平成 23 年 7 月～平成 27 年 4 月の 9 期分、浪江町：平成 25 年 4 月～平成 27 年 4 月の 5 期分）を掲

載しております。一枚のマップを見ると、汚染の広がり方や市内・町内全域の汚染度合いが、視覚的

に見られるようになっています。更に、複数回分のマップを並べて見ると、「どこが高い、どこが低い」

で終わらせる事なく、時間の経過とともに数値の低下する状況が判る資料といえるでしょう。自分が

住んでいた地域、あるいは、今後帰還を考えている地域の状況を、ビジュアル的な情報として提供で

きたと自負しています。 

旧警戒区域に戻り暮らそうとする場合、やは

り放射能汚染は気掛かりな点であると思われま

す。 

本冊子がその際の参考となれば幸いですが、

基本的には「自分で採取した検体を実際に測定

する」事が重要であり、その積み重ねに基づい

て、「自分自身で考える姿勢が不可欠」ではない

かと思われます。そのためにも、当放射能測定

センターは、可能な限り活動を継続していきた

いと考えています。 
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《第 10期 測定隊が行く》 

飯舘村付近から、除染された廃棄物が田んぼの上に山積みになっ

ているのが所々で見える。来年 4 月に避難指示が完全に解除される

小高区では、除染された廃棄物がまるで普通のゴミのように家々の

前に置いてある。その近くで開かれている「小高祭り」。普通ならと

ても考えられないものたちが、共に存在する光景。測定活動の二日

間、私が地元の方々と一緒になって担当したところは、南相馬の原町区と鹿島区の一部。この地区の

数値はだいたい 0.10μSv/h～0.70μSv/hの範囲だった。事故当時からは、だいぶ下がりつつあるよう

だ。それでも、測定機に線量の数値が表示されるたびに、頭の中ではその数値を年間被ばく量に替え

るのに忙しい。「この数値は高い方？低い方？」「これくらいなら人が住んでいてもいい？ それとも

ダメ？」。そもそも、事故がなければないはずのものが見え、事故がなければ考えなくてもいいことを

考えざるをえない現実が、福島にはあった。 

事故後 4 年半。この時間は、地元の住民たちにとってどういう時間だったのだろう。なのに初めて

の福島訪問。それだけでも、今更何か言うこと自体が恥ずかしくて申し訳ない。測定しながら目に映

る畑や田んぼなどの風景は、あまりにも美しくて穏やかだった。そこに、目には見えない放射線のた

め、苦しみ続けている人たちがいることを考えると涙が出、こういう事故を起こした人たちに、憤り

を感じずにはいられない。放射線のことだけを考えると、皆さんが今でもその地から離れてほしいと

も思った。でも、理由や状況はそれぞれ違っているし、時にはその選択が人に理解してもらえないこ

とがあっても、そこに住まざるを得ない人たちがいる。問題は、住民たちにこんなとんでもない選択

をさせた人たちがいることだ。そして、彼らはその手で、また次々と原発を再稼働している。それが

福島原発事故以降の現実であることに気づかされる。 

たった一度の経験で、たくさんのことを語ることはできない。ただ、できればこれからも地元の方

たちの声に耳を傾け、その声をより多くの人たちに伝えていきたいと思う。（第 20 次参加 李 斗熙） 

＊ ＊  ＊  ＊  ＊ 

2015 年 10 月 23 日、名古屋はカラッと快晴。放射線量測定隊として 4

日間の南相馬、念願の初参加。 

私は、2011 年 5 月から現在も、毎月ボランティアとして名古屋から福島

県に向かっています。測定隊参加のきっかけは、ボランティア活動で知り

合い、現在も親交を深める南相馬市鹿島区の友人が、2011 年冬に手渡して

くれた一枚の大きな地図でした。その地図は「南相馬市放射線量率マップ

2011 年 7 月版」。誰が見てもわかりやすく、細かく色分けされた地図のデ

ータに衝撃を受けたのと同時に、震災・津波・原発事故を乗り越えた友人

が住む地区を、真っ先に探していた自分がいました。「こんなわかりやすい地図があるなんて！」 そ

の後、チェル救さんの事務所に向かい、詳しくお話を聞きました。仕事の都合でなかなか日程が合わ

ず、やっとの参加でした。測定日当日、ふだん車で通りすぎている原町区・小高区を測定。車窓から

では感じ取れない各地点の放射線量、そして復興に向けて日々変わりゆく景色。測定に同行していた

だいた地元の方々から聞く、震災後から現在までの想いが胸に響く。様々な想いを胸に、皆さんのこ

の 4 年間、地道で細かな測定、その結果大きな地図として作り出される。大袈裟ではなく、その労力

にただただ感動。この貴重なデータ、貴重なお話。「時を経て更なる功績となる」と確信しております。

そして、今後も測り記し、残し伝えていくお手伝いができたら。毎回訪れる度に、不思議なチカラを

もらえる場所、それが南相馬です。これからも通い続けていきます。 （第 21 次参加 井上めぐみ） 
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第 10期（第 20次・21次）空間線量率測定結果     （池田 光司） 

10月、第 10期の空間線量率（空間の放射能の強さ、以下“線量”と表現）測定が行われました。

測定に携わった方々、ありがとうございました。測定いただいたデータの分析結果を報告します。半

年に 1回の測定を積み重ねて 4年半になりますが、下のグラフは、地区毎の平均線量（地区の全測定

データを平均したもの）が、どのように変化してきたかを示しています。平均線量については、どの

地区も第 6期から第 7期にかけて平均線量が下がらなかったのを除けば、減少傾向が続いています。 

ただ、下がり方は、事故当初は大きかったものの、ここ 1～2年はゆるやかになってきています。

これは、次のような理由が考えられます。 

① 放射能は比率で減っていくので、線量が低くなると下がる量も減ってくる。 

例えば、半年で 100%が 90%になるとすると、1μSv/hは 0.9μSv/hになりますが、0.1μSv/hは

0.09μSv/hとなり、あまり下がっていないように見えます。グラフで、線量の比較的低い鹿島と原

町で最近線量が下がっていないように見えるのもそのためです。 

② 減り方の早いセシウム 134が減り、減り方の遅いセシウム 137の割合が増えてきた。 

線量に占めるセシウム 134とセシウム 137の割合が、当初 7対 3であったものが、現在では 4対 6

となって、セシウム 137の影響の方が大きくなっています。 

③ ウェザリング効果（雨や風で土に付いた放射能が流されたりして線量が下がる現象）が出にくくな

ってきた。 

先回（第 9期）から今回（第 10期）にかけての線量の下がり方は、物理的半減期から計算される

下がり方（セシウム 134とセシウム 137がそれぞれに持つ性質で決まる下がり方）と等しいかそれ

よりもやや小さく、ウェザリング効果は出なくなってきたと言えます。その理由としては、放射能

を持つセシウムが、徐々に土の深い部分に移動していることが考えられます。 

山間部が高く海岸部が低いという傾向は、今回も変わりません。今回の分析結果から考えると、線

量の高い所も低い所も、今後は、物理的半減期から計算される下がり方、もしくはややそれよりも小

さい下がり方で、下がっていくと思われます。今後の対応を考える場合、物理的半減期から計算され

る下がり方を一つの目安とすることが考えられます。ただ、予測はあくまでも予測ですので、実際に

どう変化していくかは、今後も測定を続けていく必要があると思います。 
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『チェルノブイリの祈り』ちょっと昔の話を                 （松本 妙子） 

 10月 8日のノーベル文学賞発表の瞬間は、娘がネット中継で見ていた。さすがに気になっていたよう

だ。「おかあさん、たいへん、スヴェトラーナ・アレクシエーヴィチに決まったよ」。…「あららどうし

ましょう、こんなことになっちゃった」というのが、喜びは別にして、最初の正直な気持ちだった。 

時をさかのぼって「たら」や「れば」をいうのは好みではないが、『チェルノブイリの祈り』との出

会いを振りかえると「たら」と「れば」抜きには語れない。少しだけこの話にお付き合いください。 

まず、91 年に朝日新聞に載った「チェルノブイリのおかあさんから日本のおかあさんへ」（うろ覚え

でまちがっているかもしれないけれど）という記事に目が止まらなかったら、「チェルノブイリ救援・中

部」に出会うこともなく、96年のスタディーツアーに参加することもなく、ロシアの新聞「イズベスチ

ヤ」に掲載された『チェルノブイリの祈り―事故処理作業者の妻の告白』に出会うこともなかったと思

う。いや、なかったはずだ。 

「イズベスチヤ」の記事を読んだとき、まっさきに浮かんできたのは、スタディーツアーでウクライ

ナに一緒に行った、「救援・中部」の仲間たちの顔だった。「このことをみんなに知らせなくちゃ」とい

う、いたって単純な義務感から、台所でチラシのうらに鉛筆で訳文を書いた。ありがたいことに、その

小さな文章は『技術と人間』という雑誌に載せてもらうことができ、原稿料のかわりに「何冊でも好き

なだけ本をあげる」といわれ、「救援・中部」の事務局や、欲しいと言ってくれた仲間に送ることができ

た。のちに『チェルノブイリの祈り』が一冊の本になったとき、最後に収められている話である。 

つぎに、二人のロシア語友だちの力強い後押しがなかったら、わたし一人ではなにもできなかっただ

ろう。全文の発表は 96 年末に予定されていて、訳したいという気持ちは強かったけれど、なかなか一

歩が踏み出せないでいた。ぐずぐずしているわたしに、彼女たちはハッパをかけてくれた。「あなたが今

までやってきたことは、すべてこの本に出会うためだったのよ」「あなたが訳さなくてだれが訳すの、こ

の本はあなたのための本」、なかなか無茶苦茶な激励ぶりである。わたしは、4本の腕でしっかり支えら

れ、まだ面識のなかったロシア語通訳者で翻訳家の三浦みどりさんに、思いきって手紙を書いた。みど

りさんは、95 年にアレクシエーヴィチの『アフガン帰還兵の証言』という本を出していた。『チェルノ

ブイリの祈り』については「どうぞ訳してください」と、彼女の電話番号を教えてくれた。 

ミンスクの自宅に電話をかけたとき、わたしのどきどきは最高点に達していたけれど、「アロー」と

いうアレクシエーヴィチの第一声を耳にしたとたん、肩の力が抜けるような気がした。それは、2 年半

のハバロフスク生活がふいになつかしく思いだされるような、ロシアのおばさんのあったかくて柔らか

な声だった。それからしばらくして、雑誌に掲載される

より早く、タイプ打ちの原稿の包みを受けとった。 

では、最後の「たら」。三浦みどりさんが生きていた

ら、どんなに大喜びしたことかしら。 

人が一冊の本を手に取るきっかけはさまざまだろう。

ノーベル文学賞受賞が決まったことで、『チェルノブイリ

の祈り』を手に取る人が増えるとうれしい。かつて友人

たちがわたしにくれたことばを、あなたに贈りたいと思

う。「この本はあなたのための本」です。 
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『チェルノブイリ･未来から示されたサイン』 ～スヴェトラーナ･アレクシエーヴィチ講演録～ （戸村 京子）

 2003 年 10 月に、「チェル救」ほかチェルノブイリ

支援団体が、今年のノーベル文学賞を受賞したベラ

ルーシのスヴェトラーナ･アレクシエーヴィチさん

を招聘して、全国 7 会場〈大阪・広島・北海道泊・

長野(松本･伊那)・愛知・東京〉で講演していただき

ました。「チェル救」主催の愛知会場での講演録が、

この 41 ページの小冊子です。反骨のジャーナリスト、

アレクシエーヴィチさんが、過酷な放射能被害を受

けたチェルノブイリ原発事故被災者と向き合い、｢チ

ェルノブイリ｣が何であったかをあぶり出し、『チェ

ルノブイリの祈り』(中川妙子訳 岩波書店)として書

き記したことを語られました。 

 

1）チェルノブイリ・未来の恐怖の体験 

チェルノブイリの被害は、人類の未知の体験とし

てまだ理解されない〈未来から示されたサイン〉で

あり、被災住民や事故処理作業者など 500 人の体験

を、「人々の声から成る小説」･証言のコラージュと

して描いた。 

2）地球は小さな舟 

地球は実はごく小さなもので、人類は一つの舟に

乗っているような存在にすぎない。 

3）「チェルノブイリ前の人間」と「チェルノブイリ

後の人間」 

最も大きな試練を受けたのは小さき人々、自然に

親しんで生きてきた農民。被災者は過去と未来との

分かれ目に、「チェルノブイリ前の人間」と「チェル

ノブイリ後の人間」に。 

4）「チェルノブイリ人」 

村では、「土を土に埋める」「牛乳を埋める」「卵を

埋める」という、超現実的なことが行われた。 

5）汚染地域に暮らす 

チェルノブイリの巨大な実験室の中に住み、「チェ

ルノブイリ人」、と疎外されている。 

6）自由でない人  々

「チェルノブイリの状況の中で、どのようにして生

きていくのか」「どんな人間が、チェルノブイリを生

き延びることができるのか？」 自由な人間、自分の

命を大切にし自分の命のために戦う人間が、チェル

ノブイリを生き延びられる。しかし自由は、人間が

自ら自分の中に培っていかなければならない。市民

社会は、下から築き上げていかなければならない。 

7）移住先での孤立 

移住した人たちは孤立

し、誰も 精神的な傷･トラ

ウマを克服する手助けを

してくれなかった。 

8）昔そのままの生活を 

する人  々

村に戻って住んでいる

人々。もう店もないし電気もない、斧とスコップと

ろうそくの生活。別の所では、原子力発電所もまだ

動いている。現代の文明の中で最も進んだ原発と、

この汚染地域での昔そのままの生活、二つが共存し

ている。 

9）事故処理作業者の問題 

国が貧しく十分な治療ができない。真実が軍事機

密として隠され、被ばく線量の記録を持たない。社

会の中で、そういう人たちに対しての罪の意識があ

る。 

10）チェルノブイリ後をどう生きるか 

真実が隠ぺいされ、チェルノブイリの真実につい

て語る本は、ベラルーシでは出版されない。 

人々の証言、広島や長崎の犠牲者、チェルノブイリ

の犠牲者の証言、チェルノブイリの実験室での出来

事の証言は、人類の特異な経験として、現代人にと

り極めて重要。 

11）生き延びるための新しい世界観 

平和利用も軍事利用も同じように危険。今日の世

界で、さまざまなテロが起こり、自然がますます過

酷になり、日本でも原発のある場所で地震が起こる

かもしれないと指摘されている･･･「チェルノブイリ

以後」は、自分で考えようとする全ての人々にとっ

て、人類が生き延びるための新しい世界観が必要。

便利さや消費、強大な軍事力でなく、人間の命、生

命の大切さを人に語りかける、新しい言葉を探さな

ければならない。 

  

アレクシエーヴィチさんは、次の言葉で講演を締め

くくった。「私は、皆さんが皆さんの現在の生活と新

しい問題を直視して、そして新しい言葉を見つけて

いく勇気を持たれることを願っています」･･･と。 

｢チェルノブイリ後｣の世界の人々に、そして今、

フクシマ後の私たちに。 
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連載 104    ―――  「もんじゅ廃炉」の必然性 ―――― 

原子力規制委員会は、「高速増殖炉『もんじゅ』の運営に当たる日本原子力研究開発機構（JAEA）

が、永年もんじゅの運営に関わりながら、膨大な検査ミスなどを繰り返してきたため、もんじ

ゅの運営能力がない」として、代替機関の設置を文科省に勧告した。そもそも JAEA は、かつて

の「日本原子力研究所」と「核燃料サイクル研究開発機構」を統合して 2005 年に設立された、

研究者ら 3,957 名のスタッフを擁する、日本の最大にして最高の原子力推進組織である。その

組織がなぜ「もんじゅ」を使いきれないのか。ここに問題の本質がある。 

 

原発と「もんじゅ」の誕生 
そもそも、原発の燃料ウランは石炭や石油

と同じ地下埋蔵資源で、その埋蔵量は限られ

ている。その上、原発で燃やせるＵ235 は天

然ウラン中に 0.7％しか含まれておらず、エ

ネルギー源として限界があることは専門家な

らだれでも知っていた。因みに、世界のウラ

ン埋蔵量は U235換算で 3.8 万トンで、現在

の規模で世界中の原発が動けば 70 年しか持

たない。そこで考えられたのが、プルトニウ

ムを燃料とする「高速増殖炉（以下、高速

炉）」である。高速炉は、プルトニウムを燃

やしながら原発では燃やせない天然ウラン

（U238）をプルトニウムに変換し、新たに燃

料を作りだす「魔法の原子炉」として考え出

された。天然ウランに 0.7％しか含まれない

U235に比べて、99.3％を占める U238をすべ

てプルトニウムに変換できれば、資源量は

100 倍以上に増えることになる。原子力研究

者は、原発は入り口に過ぎず、高速炉こそが

到達目標と信じて研究したのだった。日本で

は、研究炉「常陽」と原型炉「もんじゅ」が

開発された。世界で高速炉をリードしたのは

フランスで、実証炉「スーパーフェニック

ス」を開発した。その他、アメリカやイギリ

ス・ドイツ・インド・ロシアなどでも開発さ

れた。 

 

夢の高速増殖炉の現実 
1950 年代以降、いざ開発が始まってみ

ると、事故の多発や経済性、技術的困難な

どですべては挫折、開発中止となってい

る。技術的困難の一つが、冷却材に金属ナ

トリウムを使う事である。これはプルトニ

ウム増殖炉の必須条件だが、同時にきわめ

て危険な物質で、空気や水に触れると爆発

的に燃焼する性質がある。実際、もんじゅ

は運転開始の翌年（1995 年）、配管からの

ナトリウム漏れで火災が発生し、それ以来

20 年間停止したままである。にも拘わら

ず、今も毎日 5 千万円の維持費をかけてい

る。理由は、冷却材ナトリウムが炉心や配

管内で金属に固化しないよう、絶えず加熱

して液体状態で循環を維持しなければなら

ないからである。そのために、外部からの

膨大な電力を無駄に使っている。 

 

プルトニウムは増えない 
 しかし、世界中が高速炉から退却したの

は､もっと別の理由からである。高速炉には

「プルトニウム倍増時間（以下、DT）」とい

う概念がある。炉心と再処理中のプルトニウ

ムと同量のプルトニウムを増やすに必要な時

間である。1 年間で炉心内と同量のプルトニ

ウムが出来れば、それを再処理して継続的な

利用が可能で、高速炉の夢は実現する。現実

はどうだったか。世界の先端を行くフランス

のスーパーフェニックスの DT は、設計では

70 年だったが、運転してみるとプルトニウ

ムは増殖せず、DT は「無限時間」であっ

た。そのためフランスは、スーパーフェニッ

クスを軽水炉で生ずるプルトニウムの焼却炉

に使うと言っている。もんじゅの DT は設計

段階で 95 年だったが、稼働時間が短く運転

段階での DT は公表されていない。もんじゅ

は、始めからプルトニウム増殖をする予定は

なかったのだ。因みに研究炉、常陽の DT は

設計段階で 300 年である。かつて、この点

を株主総会で質問された中部電力の浜岡原発

所長は、「もんじゅを 90 基作れば 1 基分の

燃料が出来る」と答弁して会場の失笑を買っ

た。これは、原子力村の知性の退廃である。 

2015 年 11 月 18 日（河田） 
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改めてチェルノブイリの被災者たちに寄り添って… 
 

11 月 15 日、名古屋 YWCA で「チェルノブイリ／フク

シマ講座 第 11回 チェルノブイリとフクシマ～原発事

故被災者と心をつなぐ交流会～」を開催しました。事故

から 10 年ほど経った頃、チェルノブイリの被災者たち

が日本の支援者に宛てた手紙を編纂した「チェルノブイ

リからの手紙」（ポレーシェ 149 号 Ｐ11 参照）を、参加

者に朗読してもらい、感じたことを語り合いました。 

朗読の前に、まずチェルノブイリ原発事故をおさらいです。事故から 30 年近く経ち、どんど

ん記憶から遠ざかっていたことに気づかされました。その頃は、「遠い国の恐ろしい事故」という

印象でしたが、日本で原発事故が起き、「我がこと」になってしまったのです。 

手紙に書かれていることは、事故直後の避難や、その後の移住、生活補償…など、多くの悩み

がフクシマを彷彿とさせます。とくに、母親の子どもの被曝への心配は、フクシマそのものであ

り、胸を締め付けられます。 

手紙の内容は重く、読むことさえつらい内容もあります。でも、「読む」ことにより、チェルノ

ブイリの被災者の想いに少し近づけたような気がします。日曜日の午前ということもあり、参加

者は少なめでしたが、じっくり考えさせられる意義深い講座となりました。    （市原 佳代） 

 

名古屋でも「油菜ちゃん」の販売をしました。 
 

11 月 22 日（日）、 日本ガイシホールで「2015 日本のうたごえ祭典 in 愛知」が開催され、全

国津々浦々からたくさんの方たちが集まり、合唱やダイナミックな和太鼓演奏など、大盛況な祭

典が行われました。私たちは、机一つのブースを確保して、「油菜ちゃんの販売」と「フクシマ支

援」を呼び掛け、持参した 1ケース（24 本）のうち、16 本を買っていただくことができました。

終了間近には、チェル救のブースに、うたごえ祭典に出演する「ナターシャ・グジー」さんが訪

ねてきてくださり、しばらく旧交を深めました。先月、南相馬の「浮舟文化会館」で行ったコン

サートのお話しも伺いました。 

ナターシャ・グジーさんからは、「チェルノブイリ 30 年・東日本大震災 5 年 日本－ウクライ

ナ平和交流プロジェクト／ピース オン ウィング ～翼に平和をのせて～｣ の紹介があり、協力

依頼がありました。これは、『2016年 4月 26 日にキエフで行われる、チェルノブイリ 30 周年祈

念式典に向けて、日本・ウクライナ両国の子ども達に、平和への願いを込めたメッセージを書き

込んだ折り鶴を折ってもらい、お互いに贈りあい、また相手国で起こった悲劇についても、伝え・

考える機会を持てるようにする。』という企画です。また、日本国内やウクライナにおいても、平

和交流コンサートを実施するとのことです。 

12 月 10 日までに、この企画への参加（折り鶴の製作）

を申し出ていただいた学校には、「無料コンサートを開催

する用意がある」とのことです。  

学校教育関係者の皆さま！ 折り鶴製作にご協力をお

願いできませんか？ 

連絡先： ☎／fax 03-3692-9751（オフィス ジルカ内） 



（特定非営利活動に係る事業会計） （単位：円）

【経常収益】

1.受取会費 正会員受取会費 90,000

賛助会員受取会費 327,000 417,000

2.受取寄付金 ミルク 68,000

チェルノブイリ支援（医療・3団体） 543,855

福島原発被災支援 135,510

一般寄付 2,950,629

福島・菜の花プロジェクト 42,000 3,739,994

3.受取助成金
タケダいのちとくらし再生プログラム
　第5回継続助成

3,000,000

アルシュ（自立を支援する会）
　第9回「かけはし」支援基金

50,000

宗教法人真如苑 1,470,000 4,520,000

4.事業収益 福島支援事業 424,839

粉ミルク関連事業 511,000

啓発事業 26,270 962,109

5.その他の収益 為替差益 184

受取利息 663

雑収益 66,746 67,593

　　経常収益  計 9,706,696

【経常費用】

1.事業費

(1)人件費 給料手当・日当 787,700 787,700

(2)その他経費 業務委託費 389,871

支援金 7,269,798

印刷製本費 482,220

旅費交通費 1,875,706

通信費 57,000

荷造運搬 80,852

消耗品費 10,455

地代家賃 492,100

水道光熱費 10,412

賃借料 6,400

仕入（事業） 130,891

新聞図書費 7,500

保険料 37,010

諸会費 10,000

支払手数料 105,843

雑費 71,323

為替差損（事業） 2,535 11,039,916

　　事業費  計 11,827,616

2.管理費

(1)人件費 給料手当 1,282,300

法定福利費 7,282 1,289,582

(2)その他経費 通信費 100,540

荷造運賃 5,710

水道光熱費 48,824

旅費交通費 3,000

会議費 19,405

消耗品費 288,360

印刷製本費 11,880

地代家賃 434,160

保険料 12,070

租税公課 2,400

諸会費 55,000

支払手数料 22,177

雑費 11,000 1,014,526

　　管理費  計 2,304,108

　経常費用 計 14,131,724

当期正味財産増減額 ▲ 4,425,028

前期繰越正味財産額 10,866,096

次期繰越正味財産額 6,441,068

　※その他の事業は実施していません。

　　2015年度上半期　活動計算書
特定非営利活動法人 チェルノブイリ救援・中部

科　　目 金　　額

自 2015年 4月 1日～至 2015年 9月30日
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1.重要な会計方針

　(1)固定資産の減価償却の方法

　　　有形固定資産は、法人税法の規定に基づいて定率法で償却をする。

　(2)消費税等の会計処理

　　　消費税等の会計処理は、税込経理方式による。

2.事業費の内訳

　　事業費の区分は以下の通りです。

科　目

医
療
機
関
支
援
事
業

粉
ミ
ル
ク
支
援
事
業

被
災
者
団
体
支
援
事
業

ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー

ド
事
業

業
務
委
託
事
業

通
信
誌
発
行
事
業

イ
ベ
ン
ト
関
連
事
業

派
遣
事
業

福
島
原
発
被
災
支
援
事
業

啓
発
事
業

　受取寄付金 212,000 68,000 331,855 177,510

　受取助成金 50,000 4,470,000

　事業収益 511,000 424,839

　その他の収益 11,946

　経常収益  計 212,000 579,000 331,855 50,000 0 0 0 0 5,084,295 0

（1）人件費

　　 給料手当・日当 390,000 279,000

　　 人件費計 0 0 0 0 0 0 0 390,000 279,000 0

（2）その他経費

　　業務委託費 249,959 119,912 20,000

　　支援金 850,000 428,218 550,000 5,441,580

　　印刷製本費 94,500 387,720

　　諸謝金

　　旅費交通費 579,236 1,296,470

　　通信費 4,170 9,120 42,960 750

　　荷造運搬費 363 79,764 363 362

　　消耗品費 2,365 2,613 3,889 1,588

　　地代家賃 492,100

　　水道光熱費 10,412

　　貸借料 3,200 3,200

　　仕入（事業） 130,891

　　新聞図書費 7,500

　　保険料 37,010

　　諸会費 10,000

　　支払手数料 3,487 86,044 3,612 95 864 11,722

　　雑費 2,023 69,300

　　為替差損 2,535

　　その他経費計 853,487 520,797 553,612 12,683 249,959 219,932 3,563 745,469 7,880,395 0

　　事業費計 853,487 520,797 553,612 12,683 249,959 219,932 3,563 1,135,469 8,159,395 0

経常収益－事業費 ▲ 641,487 58,203 ▲ 221,757 37,317 ▲ 249,959 ▲ 219,932 ▲ 3,563 ▲ 1,135,469 ▲ 3,075,100 0

・2015年度上半期は、収益に対し費用が上回り、約440万円の赤字となっています。これは、下半期に入金予定の助
成金を前倒しする形で機器購入を実行したためです。
・【経常費用】を事業別に見ますと、チェルノブイリ支援事業（医療機器・粉ミルク・被災者団体）に約182万円、福
島支援事業に約544万円というところが、主な経費（支出）となっております。今期は、新しい試みとして昨年度に実
施した「READY FOR」による粉ミルク支援キャンペーンの収益を、全額チェルノブイリに送金できました。クリス
マスカード事業につきましては、毎年下半期にキャンペーンを実施いたします。
・【経常収益】は、「受取助成金」が3件で452万円あり、「受取寄付金」は約374万円となりました。
幅広い皆様のご協力に心より感謝いたしますともに、お気持ちを有意義に生かせるよう努力してまいりますので、今
後ともご支援賜りますようよろしくお願い申し上げます。（上田）

2015年度上半期　財務諸表の注記

　　計算書類の作成は、NPO法人会計基準(2010年7月20日　2011年11月20日一部改正　NPO法人会計基準協議会)による。

（単位：円）

【経常収益】

【事業費】

第17期上半期（2015年4月1日～同年9月30日）の会計報告を監査した結果、 異状なく正当に処理されていることを証明します。

2015　年　11月　11日　　監査人　神野美知江
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事務局便り  

今年の天候は一段とヘン！だ。この事務局便りを書いている私は、半袖。11 月の終わり近くにこの

姿！？ だが、明日から寒気が覆い、たぶん週末はダウンを着ている。おかしいのは気候だけではな

い。世界は危機に瀕している。フランスでの同時多発「テロ」。そしてその報復として、フランス原

子力空母シャルルドゴールからイラク内の「イスラム国」への空爆が始まったという。何ということ

か。誰がどう考えても新たな「テロ」の引き金をひいたのだ。殺戮の連鎖。憎悪は憎悪しか呼ばない。 

―チェル救は今年最後のキャンペーンを展開している。カードキャンペーンだ。しかし、今年はカ

ードの集まりが遅い。天候のせいで、クリスマス･･･が遠いのか。否、人々の心の底に大きな不安や憂

鬱が漂っているのか。しかし、そんな時こそ、子どもらの笑顔をそして心に温もりを灯す事をしたい。

皆さんの手作りカードを是非送ってほしい。子ども達が苦しまず悲しまない世界、希望の持てる世界

を願ってカードを作ってほしい。（山盛） 

『お詫び』いつもポレーシェをご愛読くださりありがとうございます。前号発送の折り、私共の不手

際により一部の方々には大変ご迷惑をお掛けいたしました。（上田） 

新発刊！ 「放射能とどう向き合うか」 

新たなブックレットを発行しました。2011 年 6 月以降、南相馬市内一円

の空間線量率を半年ごとに測定して作った「放射線量率マップ」や、

2012 年 6 月以降に南相馬で行ってきた「食品や土壌などおよそ 1 万検体

にも及ぶ放射能の測定結果を、わかりやすくグラフにしたものです。 

（全 80 ページ／フルカラー）」500 円／冊（＋送料 80 円）です。（美） 

編集後記  

☆ハルキストをしりめにアレクシエーヴィチさんノーベル文学賞受賞。ニュースは残念がっているハ

ルキスト達をクローズアップ。いつかはこの人たちが美酒に酔いしれる日が来ることを祈る。(佳) 

☆被災者支援を続けている私達に「まだやってるの？」と言う方にお尋ねです。あなたが住む日本国

内の被災者に、十分な支援をしたと満足していますか？ 被災者の苦境は続いているし、放射能の

半減期はまだまだ数十年先ということをご存じですか？ それなのに…もう終っていいですか？ ま

だできることが残ってはいませんか？ 例えば X’mas カード作り･･･とか。さぁ作ろうっと。 (美) 

☆2011 年、アサド政権のシリアに、「国際法」を全く無視する形で、欧米主導による反政府組織「自由

シリア軍」が結成された。その軍隊に供給される武器や傭兵は、「IS（イスラム国）」に横流しされ、

欧米による IS 撲滅作戦はことごとく失敗。「IS」はやすやすとイラク・シリアの油田を占拠した。

略奪された原油はトルコからイスラエルへと運ばれ、「エクソンモービル社」や「BP 社」を経由し

て、軍産複合体の資金源となる。それが再び、「自由シリア軍」や「IS」の戦費として還流する。 

ロシアによる「IS 空爆」は、「国際法」に則って、その黒い鎖を断ち切る軍事作戦である。以上は、

ロシア（プーチン大統領）を盲信しているのではなく、事実を分析して得られた｢真実｣である。 （J） 

〒456―0022 名古屋市熱田区波寄町 20-14 

印刷「エープリント」 
TEL・FAX （052）871―9473 


